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〔論文〕

『叡智』の一詩篇に見られるヴェルレーヌの信仰
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序論

『叡智』（StJga風，e）は、1880年12月にカトリック系出版社パルメ書店から

刊行された。詩集は三部構成で、４９の詩篇からなる。三部構成にかんして、

ルイ・モーリスは「その各部は…中略…彼の三段階の宗教的精神状態に呼応

している')」とし、「第一部は…中略…新しく回心した信者と古い自己との戦

いであり2)｣、「第二部はイエスが詩人を待っている。そこでは崇高な会話が行わ

れ、実に神秘的で……3)｣、「第三部は…中略…神と人との一致である｡4)」（下

線部は原文ではイタリック）と主張することで、各部にそれぞれ異なった統

一テーマを見出そうとする。

しかし、実際には、第一部の、詩篇「ⅢⅡ｣、「XIV｣、「XⅥ」などにおい

て、宗教に対するヴェルレーヌの心の葛藤は見出せない。第二部は、神とヴェ

ルレーヌの対話が中心テーマであり、これにかんしては、ルイ・モーリスの

解釈は正しい。ところが、第三部における詩篇「Ⅸ」は、1872年冬に創作

された、彼の回心以前の作品である。また、1889年出版の第二版で削除され

た詩篇「XⅥI」（Tb"碗ezmo"ｍｅz…）「回れ、回れ、…」は、その詩句の大

部分が、『言葉なき恋歌』（Romα"cessα"”αＭＢＳ,1874年）の「ベルギー風

景」（ＨＵＭ9℃sMgas）における「ブリュッセル木馬」（BmxeﾉﾙＳｃﾙｅ１ﾉﾛz`x

db6oな）からの借用である。ジャック・ロビシェもルイ・モーリスの「三段

階の宗教的精神状態に呼応している」という解釈には否定的である5)。

さらに、ヴェルレーヌ自身が、どのような意図で『叡智』を三部構成にし

たのか、また、それぞれの詩篇をいかなる配慮をもって、その中に配置した

かなど、一切言及していない。

このように、それぞれの部が第二部を除き、何らかの明確なテーマによっ

てまとめられているとは言い難く、各詩篇の配置は、いわば無政府状態であ

るように思われる。それゆえ、この詩集を第一部から順に第三部まで、筋書

きのあるドラマとして捉えようとするには、かなり強引な論証が必要となる

であろう。

ところで、彼が獄中で読んだとされる書物、あるいは聖書の語彙と彼の詩

句との比較検討は、ルイ・アゲッタンやルイ・モーリスその他、多くの研究

者によって、詳細に行われている。日本でも、「叡智」の先行テクスト研究、
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あるいは19世紀フランスのカトリックが『叡智』に及ばした影響、などの研

究はなされている。ところが、今日まで、フランスおよび日本において、ヴェ

ルレーヌの信仰そのものについての、具体的な検証が行われてこなかったこ

とは、驚くべきことである。

そこで、われわれはいこれまで誰も踏み込まなかったヴェルレーヌのカト

リック信仰そのものの中に分け入り、詩人の信仰がいかなるものであったか

を考察する。その手段として、彼が獄中で創作した詩篇の中でも、彼がカト

リック信者として正式に認められた1874年８月15日の聖体拝領以後、その日

付に近い作品の中から一篇を採りあげようと思う。なぜならば、獄中におけ

る回心の道程において、彼はさまざまな精神的困難に遭遇し、最終的には

1874年８月15日、聖母被昇天の祝日に、聖体拝領が許されるのであるが、そ

れ以降、カトリック信者として創作した詩篇のひとつを分析することは、詩

人の信仰を詳細に検証するための重要な足がかりとなる、と考えるからであ

る。

第一章

第三部詩篇「vⅢ」が創作されるまでの概略

彼のカトリックへの回帰が始まるのは、モンスの独房の中からである。

1874年６月のある日、刑務所長が彼に悪い知らせを持って来る。その知らせ

とは、ヴェルレーヌと妻マチルドとの別居、および財産分離を通告する裁判

所からの命令であった。これを読んだヴェルレーヌは、「泣きながら、粗末

なベッドに仰向けになって崩れ落ちた`)｣。やがて彼は以下のような「本当の

小さな（大きな？）精神的奇跡”」（（）は原文のまま）を語る。「』内

は原文では大文字。

何が、あるいは『誰かｊが、私を突然起こし、服を着る間もなくベッド

の外に放り投げたのか、それは分からないが、私は涙にくれて十字架と聖

心画の足下にひれ伏した。義務を超えたその姿は、最も奇妙ではあるが、

私の目には、現代カトリック『教会」の中で、最も崇高な献身を喚起する

ものであった8)。
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この時から、詩人の回心が始まる。われわれは、彼の信仰がいかなるもの

であったかを探るため、『叡智ｊの中でも、この「精神的奇跡」以後の詩篇

を分析の対象とする。その理由は序論で既に述べた。その結果選ばれたもの

は、『叡智』第三部の詩篇「VⅢ」である。この作品が創作された日付は1874

年の終わりであり、聖体拝領の３～４カ月後である。以下にその詩篇を引用

する。

１
２
３

ParfUms，couleurs，syst6mes，ｌｏｉｓ１

Ｌｅｓｍｏｔｓｏｎｔｐｅｕｒｃｏｍｍｅｄｅｓｐｏules・

LaChairsanglotesurlacroix．

４
５
６

Pied，ｃ，ｅｓｔｄｕｒｅｖｅｑＵｅｔｕｆｂｕｌｅｓ，

Etpartoutricanelavoix，

Lavoixtentatricedesfbules．

７
８
９
ｍ

Cieuxbrunsounagentnosdesscms，
U

FleursqUin，etespasleCalice，

ＶｉｎｅｔｔｏｎｇｅｓｔｅｑＵｉｓｅｇｌｉｓｓｅ，

Ｆｅｍｎｅｅｔｌ,oeilladedetessems，

１
２
３
４

１
１
１
１

Nuitciilmeauxftaistraversms，

Qu,est-cequec，estqUeced61ice，

Qu，est-ceqUec，estqUecesupplice，

Nous，ｌｅｓｄａｍｎ６ｓｅｔｖｏｕｓ，lesSaints？

１ り、色彩、システム、法則！

２ 葉は雌鳥のようにおびえている。

３ 肉体』は十字架の上ですすり泣いている。
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足よ、お前が踏み潰しているのは夢だ。

そしていたるところで声があざ笑っている。

群集の心を惑わす声が。

6９

４
５
６

われわれの計画が浮かんでいるたそがれの空が、

『聖杯」ではない花々が、

酒が、そして滑り込むお前のしぐさが、

女が、そしてお前の胸の流し目が、

７
８
９
ｍ

冷たい枕の甘い夜が、

この悦惚はいったい何なのだ、

この拷問はいったい何なのだ、

劫罰を受けたわれわれ、そしてあなたたち、聖人よ？

１
２
３
４

１
１
１
１

第二章

語嚢研究および詩句の解釈

「１香り、色彩…」

この二文字を読む者は誰でも、ボードレールの『照応』（Cb'TaW"伽Ｃａ,）

を思い浮かべるであろう。

８LesparfiJms，lescouleursetlessonsser6pondent.,）

８香り、色彩そして音が互いに応えあう。

このように、語彙の配列にかんしては、ヴェルレーヌとポードレールのそ

れとは同じであり、ヴェルレーヌがポードレールの『照応」をここで意識し

ていたことは確実である。しかしその後に続く語はまったく異なる。

｢１…システム、…」

ヴェルレーヌが言う「システム」とは何か。われわれはヴェルレーヌが友
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人のルペルチエに宛てた手紙の中の数通に、その語を見出す。以下、それを

年代順に引用する。

引用１（）は原文のまま。『」は原文では《》・

それぞれの詩は300から400詩行のものとなるだろう。－それらの詩句

は、今から僕が完成しようとするシステムに従って創作されるだろう。そ

れはボー（何て単純なんだ、この『狡賢いやつ』は１別の日にそれについ

ては君に語るつもりだ。というのも、僕は英語で彼の作品は全部読んだ）

のように幼稚ではなく、とても音楽的なもの、そして同時にできるだけ生

彩に富んだものとなるだろう。…中略…僕のシステムを知るまで笑わな

いでくれ。これは今僕が抱いているたぶんすばらしい考えなのだから。

手紙L、1873年５月16日金曜日ジユオンヴイル10）

引用２

僕は努力が感じられることをもう望まない。一旦僕のシステムが頭の中

でしっかり構築された暁には、これまでとはまったく別の方法で、グラチ

ニーの自由自在さに到達したい。もちろん彼の平凡さは伴わずにね。

手紙LII、1873年５月23日ジユオンヴイルu）

引用３「」は原文では大文字。（）は原文のまま。

僕は「マリアに捧げる賛歌」（「システム」に則って）と「初代教会」

の祈りを作った。

手紙LⅦI、1873年11月24日から28日モンス'2）

引用４下線部は原文ではイタリック。

最後の３つのソネ、これは僕がジュオンヴイルからの手紙で語っていた

システムだ。しかしこれは試みでしかない。これは古いシステムだ。作る

には易しすぎるくらいだ。しかし読むのはそれよりはるかに面白くない、

そうだろう。

手紙LⅨ、1873年末モンス'3）
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引用４における「最後の３つのソネ」とは、この手紙の中でヴェルレーヌ

がルペルチエに書き送った「1874年の僕の暦』（ＭｂｌＭ肋α"αcﾉｾPC"’１８〃）

の三部作「春」（〃"に,,qps)、「夏」（肱）および「冬」（Hﾊﾉﾋﾞ,）を指す。ま

た、「ジュオンヴイルからの手紙で語っていたシステム」とは、引用１の

｢システム」である。その後の手紙の中には、「システム」という語はもはや

見出せない。引用３における、「システム」に則って作られた『マリアに捧

げる賛歌」とは何か。ジャック・ポレルは「われわれはこれについて何も知らな

いし、既に詩集『叡智」のことが問題となっていたかどうかは疑わしい｡'4)」

と冷たい。ジンメルマンは上記に引用した手紙から、ヴェルレーヌの「シス

テム」とは「音楽性と生彩に富んだ、しかしながら複雑なもの'5)」と解釈し、

彼の詩法との関連性でこの語を捉えようとする。

詩句の冒頭、「香り、色彩、…」とポードレールの『照応』との類似性を

考慮に入れれば、ヴェルレーヌがここで言う「システム」は、ジンメルマン

と同様、何らかの詩法にかんする詩人の考え方、あるいは体系として捕らえ

られるべきであろう。ただし、それがいかなるものであるかについての考察

は、本論とは係わり合いが薄いと思われるので、別の機会にそれは譲ること

とし、ここでは「システム」とは、詩法にかんするヴェルレーヌの用語、程

度にとどめたい。

「１…碇！」

これについて、ヴェルレーヌが『叡智』においてどのような用い方をした

か、それを以下に挙げる。

引用５

９

１０

Ｓｏｎｄｏｉｇｔｇａｎｔ６ｄｅｆｅｒｅｎｔｒａｄａｎｓｍａｂlessure

TandisqU，ilattestaitsaloid，unevoixdure．

fI16）

９鉄の手甲をした彼の指は僕の傷口に入った

１０その間彼は厳しい声で自分の徒を示していた。
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｢第一部１」

９Ｊ，entendsencor,jevoisencor1Loidudevoir

LxJml7）

９僕には今なお聞こえる、今なお見える１義務の徒が

｢第一部１８」

「第一部１」が創作されたのが1875年夏であり、「第一部１８」は、１８８１

年６月である。ところで、ここでわれわれが検討の対象としている詩篇は

1874年の終わり頃に創作された。すなわち、「第一部１８」で用いられた

｢徒」と「第一部１」の「徒」との間には、かなりの時間的隔たりがある。

そのため、「徒」に含まれる意味のレヴェルにおいても、何らかの相違があ

るという可能性は否めないかもしれない。しかしながら、引用５における

｢碇」は、それら詩篇全体の流れの中では、そのどちらもキリスト教の「徒」

と関連があることは確かである。「１…システム、碇！」における「提」も、

この詩篇第３詩行、第８詩行あるいは第14詩行と関連付ければ、キリスト教

の「徒」と解釈することが、最も自然である。

「２言葉は雌鳥のようにおびえている｡」

ここで、第１詩行で用いられた言葉や、それに伴うその他のさまざまな、

例えば詩法にかんするポードレールや自分の言葉などが、何かの理由で、雌

鳥のようにおびえている、と解釈できるであろう。しかしかなりの暖昧さが

残る。確かに、「言葉」が第１詩行で用いられた四語あるいはその他の単な

る言葉と捉えることは、この詩行の流れからは自然である。しかし、その後

の表現「雌鳥のようにおびえている」にかんしては、なぜおびえるのか、な

ぜ雌鳥なのか、説明がつかない。そこで、この詩句を、次の第３詩行「３

『肉体』は十字架の上ですすり泣いている｡」との関連で解釈してみよう。

キリストは十字架に架けられる前に、ペトロに対して彼の信仰を問う。ペ

トロは「たとえ、みんながあなたにつまずいても、わたしは決してつまずき

ません'8)｡」と自分の固い信仰をキリストに表明する。しかしキリストは彼
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の弱さを見抜き「はっきりと言っておく。あなたは今夜、鶏が鳴く前に、三

度わたしのことを知らないと言うだろう'9)｡」と予言する。実際にキリスト

が十字架に架けられる直前、人々がペトロに対し、彼がキリストと共にいた

と言ったとき、ペトロは三度、キリストを否む。「そのときペトロは呪いの

言葉さえ口にしながら、「そんな人は知らない』と誓い始めた。するとすぐ、

鶏が鳴いた。ペトロは、『鶏が鳴く前に、あなたは三度わたしを知らないと

言うだろうｊと言われたイエスの言葉を思い出した。そして外に出て、激し

く泣いた２０)｡」

聖書のこの箇所とヴェルレーヌの「４言葉は雌鳥のようにおびえている｡」

とを関連付けて解釈すれば、「自分の信仰の言葉はペトロのそれと同じよう

に、最後にはキリストを否むのではないかとおびえている」となる。

しかしながら、これだけでは、先に分析した第１詩行「香り、色彩、シス

テム、法則！」の「言葉」は中に浮く。第２詩行の最初に用いられた「言葉」

を、われわれは、「第１詩行で用いられた言葉や、それにともなうその他の

さまざまな、例えば詩法にかんするポードレールや自分の言葉」だと解釈し

たからである。

そこで、われわれは、この二つの解釈、すなわち、キリスト教的な信仰の

｢言葉」と詩法にかんする「言葉」を以下のように重ね合わせてみよう。

ヴェルレーヌは回心によって、キリストと共に生きようと決心した。しか

し、パウロと同様、信仰の言葉は裏切りのそれへと変化するのではないかと

詩人は恐れる。それと同様に、詩を創造するその言葉が、作詩法や詩的イメー

ジなどを含めたあらゆる詩空間において、裏切りへと変化するのではないか

とおびえている。

以上の解釈は、第１詩行と第２詩行を巧みに結びつけるための、ひとつの

試みである。聖書に表現された内容を、強引にこの詩行と関連付けたとはい

え、この解釈の正当`性は認められるのではないだろうか。

「３『肉体』は十字架の上ですすり泣いている｡」

ペトロがキリストを「知らない」と否んだ後、キリストは十字架にかけら

れる。ここで言う「肉体」は十字架上で苦しむキリストである。
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「４足よ、お前が踏み潰しているのは夢だ｡」

第３詩行で詩人は十字架上のキリストを見ている。それゆえ、ここで表現

される「足」は、単なる足ではなく、釘付けにされたキリストの「足」であ

る。キリストの「足」にかんして、「創世記」第３章15節を想起しよう。

お前と女、お前の子孫と女の子孫の間にわたしは敵意を置く。彼はお前

の頭を砕きお前は彼のかかとを砕く21)。

神が救い主によって、人間の犯した罪を許すと最初に約束をしたこの箇所

は、いわゆる「原福音」と呼ばれるものである。「お前」は悪を意味し、「彼」

はキリストを暗示する。「彼はお前の頭を砕き」は、キリストによる悪魔の

敗北を意味し、「お前は彼のかかとを砕く」とは、悪魔はキリストに小さな

傷しかつけることができない、という神の予言である。神はその正義で人類

を罰し、その愛で人類を救う。実際、十字架上でキリストの足は釘付けにさ

れる（｢お前は彼のかかとを砕く」）が、キリストはその死後３日目に復活す

る（｢彼はお前の頭を砕き｣）ことで、悪魔に勝利し、これによって神の正義

と愛は成就された。

ところで、ヴェルレーヌは、キリストの足が踏み潰しているのは「夢」だ

と表現する。しかし、聖書では、キリストが踏み潰すのは「悪」である。詩

人はここで「悪」＝「夢」と表現する。キリストは悪を踏み砕くことで復活

し、悪に勝利したことを考慮に入れれば、ヴェルレーヌは、キリストの復活

をすなわち「夢」だ、と表現していると解釈できるであろう。このように表

現することで、自分にとって、復活は夢でしかなく、救いの希望は十字架上

のキリストには見出せない、とヴェルレーヌは嘆くのである。

「５そしていたるところで声があざ笑っている。／６群集の心を惑わす

声が｡」

「声」は『叡智」の至る所で見出すことができる。例えばその代表として、

｢第一部1922)」が挙げられる。
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１ＶｏｉｘｄｅｒＯｒｇｕｅｉｌ：… 「１傲慢の声…」

7５

｢５憎悪の声…」５ＶｏｉｘｄｅｌａＨａｍｅ：

｢９肉の声…」９ＶｏｉｘｄｅｌａＣｈａｉｒ：

｢１３他人の声…」l3VoixdAutrui

1７

１８

１９

Coleres,soupirsnoirs,regrets,tentations

Qu，ilafallupourtantquenousentendissions

Pourrassourdissementdessilenceshonnetes，

怒り、暗いため息、後悔、誘惑

これらの声に耳を貸さなければならなかった

誠実な沈黙の音をかき消すために。

７
８
９

１
１
１

２１Ａh,lesVoix,mourezdonc,…

2lああさまざまな声よ、死んでしまえ…

このようなさまざまな声が自分をあざ笑い、その信仰を惑わしている、と

ヴェルレーヌは表現する。

「７われわれの計画が浮かんでいるたそがれの空が､」

「われわれの計画」とは第２、第３および第４詩行などの流れの中から、

｢キリストを裏切る計画」である、と解釈される。この解釈を正当なものと

する根拠は聖書にある。すなわち、キリストは裏切られ、十字架に架けられ

て息を引き取ったのは、「既に昼の12時ごろであった。全地は暗くなり、そ

れが３時まで続いた。太陽は光を失っていた23)｡」時間帯であり、ヴェルレー
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ヌの表現する「たそがれの空」である。しかし、ヴェルレーヌの場合、その

｢計画」はまだ決定的ではなく、「浮かんで」さ迷っている。

「８「聖杯』ではない花々が､」

『聖杯』とは、永遠の命であるキリストの血を注ぎ込む、永遠に聖なる杯

である。ところが「花々」はやがて枯れてしまう、地上のはかない存在物で

ある。この両者が対立する。

「９酒が、そして滑り込むお前のしぐさが､」

「酒」はキリストの血として「聖杯』に注がれるものである。しかし同時

に、一時的に人を酔わす地上の「酒」でもある。「滑り込むお前のしぐさ」

とは、『聖杯』にキリストの血である酒が注がれる有り様を表現すると同時

に、自分の杯に地上の酒が自らすすんで入ってくる、いつの間にか何杯も杯

を重ねてしまうという、二重の意味がこの詩行に含まれている。

「１０女が、そしてお前の胸の流し目が､」

第９詩行の「花々」は、地上のはかない美しさ、すなわち女性を導き出す

ための布石でもある。地上の酒に酔った詩人は女性を想う。「お前の胸の流

し目」とは、女性の胸が詩人の目をそこに引き付け、詩人の魂をこの地上の

世界へと誘惑していることを意味する。

「１１冷たし､枕の甘い夜が､」

「甘えた、愛らしい」を意味する形容詞calineの動詞はciilinerで、赤ん

坊や女性を優しく愛撫するという意味をもつ。ここでは、第10詩行の女性を

詩人は優しく抱いて、冷たいベッドへ共に入るのである。そこにはこの世の

快楽が待ち受けている。

「１２この枕惚はいったい何なのだ､」

詩人はその女性と共にいることで、えもいえぬ悦惚感に浸る。それはキリ

スト信者となったときのあの幸福感とはまったく異なる。
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引用６「」は原文では大文字。

ああ、本当に恐ろしい。しかし、人間はこれほど悪であり、ただ生まれ

たことによって、これほど失墜し罰せられているとは１－－－腐りきった、

いやしい、ばかげた、高慢なそして－地獄落ちした１１！このいまわし

い社会から引き上げられたという、無限の幸福を味わうとき、僕は歴史的、

科学的その他の証のことを語っているのではない。それらはみな『盲目」

なのだ”。

これは1874年９月８日付けの、ルペルチエに宛てた手紙の一部である。ヴェ

ルレーヌは聖体拝領後の新信者としての喜びを、「無限の幸福」と感じ取っ

ていた。しかし、女性と共に過ごす夜はまた別の悦惚であり、詩人はこの悦

惚感に不安と疑問を抱いている。

｢１３この拷問はいったい何なのだ､」

ヴェルレーヌは1874年８月、自分の罪を司祭に詳しく告白している。

肉欲のあやまち、とりわけ怒りによるあやまち、不摂生によるあやまち、

…中略…肉欲のあやまち、僕はそれを強調した25)。

詩人は聖体拝領の前に、肉欲によるあやまちを告白した。しかし、またぞ

ろこの時期になって、過去の肉欲による`快楽がヴェルレーヌを誘惑している。

詩人はこの誘惑に抗おうとする。そこからこの「拷問」の苦しみが生じてい

る。しかし、詩人はこの拷問がどこから生じているか知りたくはないのだ。

いや、むしろそのまま、地上の誘惑に身を任せたいとさえ思っていることが、

この疑問表現からも窺い知れる。最終詩行は、われわれのこのような解釈を

正当化するに十分である。

｢１４劫罰を受けたわれわれ、そしてあなたたち、聖人よ？」

ヴェルレーヌは、自らを「劫罰」を受けた者として表現し、自分の対岸に
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いる者として、キリストやそれに関わるキリスト信者たちを「あなたたち、

聖人よ」と呼ぶ。「劫罰を受けたわれわれ」とは、引用６の「人間はこれほ

ど悪であり、ただ生まれたことによって、これほど失墜し罰せられていると

は！」という表現がその意味を補完するであろう。この両者の隔たりが大き

ければ大きいほど、ヴェルレーヌは信仰のレヴェルで苦しむ。ここには、対

立こそあれ、俗と聖の融合、あるいは聖なるものの勝利はない。「４足よ、

お前が踏み潰しているのは夢だ｡」それゆえ「１３この拷問はいったい何な

のだ､」とヴェルレーヌは叫ぶのである。

結論

本論でとりあげた詩篇は、ヴェルレーヌが回心して間もない頃創作された

ものであった。回心の直後に彼が感じ取った「無限の幸福」（引用６）は、

しかしながら、－体どこへ消えてしまったのか。ここにあるのは、回心前の、

地上のはかない幸福への憧れだけなのか。いや、そうではない。ペトロの裏

切りを連想させる第２詩行、復活の夢を砕く第４詩行、やがて地上の`快楽へ

と詩人を招く第８、第９、第10および第11詩行。しかし、第７詩行にみられ

るように、詩人は完全に、意識して悪の誘惑に身を委ねているのではない。

そのため、そこには「洸惚」（第12詩行）と「拷問」（第13詩行）が詩人の魂

の中に同居する。言い換えれば善と悪、有限と無限の激しい対立が存在して

いるのだ。詩人が用いる語句の対照表現によって、これを読み取ることがで

きる。以下にその例を挙げよう。（）内の数字は各詩行を示す。

１）永遠に聖なる『聖杯』（８）と、地上の一時的な「花々」（８）の対照。

２）この世のはかない「悦惚」（12）と、信者としての信仰から生じる自

分を責める「拷問」（13）という葛藤。

３）自らを「劫罰」（14）を受けた者として捉え、その他のキリスト信者

を「聖人」（14）と呼ぶ「俗」と「聖」の対立。

４）「踏み潰している夢」（４）の中に隠れて意味された「悪」と、「神の

正義および愛」の対立。

５）「酒」（９）のもつ二重性、すなわち永遠の命であるキリストの「血」
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と一時的，快楽としての「酒」の共存。

7９

１）～３）にみられるような、表面上明確な二項対立、および４）と５）

における隠された二項対立という対照法によって、詩人は自らの信仰を赤裸々

に表現している。それはいかなる信仰か。

それは、引用６に表現された「無限の幸福」を生じさせるような、単純な

信仰ではない。それは、常に「俗」に戻ろうとする弱々しい自己の魂と、な

んとか聖なるものに留まろうとする理性との、いわば壮絶な格闘が共存する

信仰なのである。このような自己の信仰を、うそ偽りなく告白することこそ、

きわめてキリスト教的信仰表明と言えるであろう。
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